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【課題と今後の取組】

【実用化・事業化の見通し】

【事業の目的・目標】

【スケール試験方法】

最終目標：地熱発電所におけるシステム利用率を10％～20％向上

【スケール予測AIの構築方法】

多くの地熱発電所は依然としてスケール問題を抱え続けている
・還元井の還元容量減衰
・熱水輸送管の閉塞
・バイナリー熱交換器のスケール付着 等

短期（数日程度）のスケールモニタリング法・評価法を確立し、
そのデータから長期的なスケール生成を予測する技術を確立する

AI入力データセットの収集のため定量的スケールモニタリング法を用いた
短期スケール試験と長期スケール試験を実施

【2024年の主な成果(スケール試験)】

短期スケール試験結果（Aﾌｨｰﾙﾄﾞ、Bﾌｨｰﾙﾄﾞ）

❍ シリカ濃度が高いBﾌｨｰﾙﾄﾞのシリカの重合速度は速く、Aﾌｨｰﾙﾄﾞは重合が進まなかった
❍ BﾌｨｰﾙﾄﾞのB生産井のスケール付着量は予想以上に多かった

定量的スケールモニタリング法の結果（ Aﾌｨｰﾙﾄﾞ、Bﾌｨｰﾙﾄﾞ）

❍ Aﾌｨｰﾙﾄﾞ、Bﾌｨｰﾙﾄﾞ熱水においても金属板表面に付着した物質量が増大
❍ 熱水中の成分濃度が高いＢﾌｨｰﾙﾄﾞのほうがSiを含め全体的に高い

❍ 定量的スケールモニタリング法を用いた短期スケール試験と長期スケール
試験から得られたデータセットを用いてAIモデル構築

❍ 実証試験装置を用いたスケール試験等で得られたデータセットによるAIの
更なる学習
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【2024年の主な成果(ＡＩ構築)】

スケール生成予測AIの予測精度検証結果

短期間（１～５日間）のスケール試験からスケール生成を予測（AIを利活
用）し、最適なスケール抑制法を提案するコンサルティングを行う。

【業務フロー】

スケール評価事業

短期試験スケール試験

スケール予測AIの精度向上が必要
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